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浅在性化膿性疾患 に対す るRU28965の 使用経験

西嶋攝子 ・高島睦美 ・朝田康夫

関西医科大学皮膚科学教室

新 しい経 口マクロライ ド系抗生物質であるRU28965の 臨床的検討 を行 った。対象は17例 で,毛 嚢

炎11例,痂2例,郷 腫症1例,二 次感染3例 であ った。性別 は男性5例,女 性12例,年 齢 は16～77歳

であ った。薬剤は1日 量200～400mgを1日2回,朝 ・夕食前に経口投 与 し,投 与期 間は3～16日 間

であった、

疾患別の臨床効果は治癒2例,著 しく改善2例,か な り改善2例,や や改善6例,不 変3例,増 悪

2例 で,有 効率(か な り改善 以上)は35,3%で あった。細 菌学的効果は陰性化4例,一 部消失1例,不

変7例,不 明1例 であったが,検 出菌13株 の うち7株 が耐性 菌であ った。

副作用及 び臨床検査値 異常 は認め られなかった。

全体 の有用性 は35.3%で あった。

RU28965は 新 しい14員 環マ クロ ライ ド系抗生物質で,

従来のマクロライ ド系抗生物質 に比べ胃酸抵抗性に優れ,

吸収 が良 く,半 減期が長い等の特徴 を有する1)。

今回,我 々はRU28965を 細 菌性皮膚感 染症に使 用 し,

その有効性,安 全性及び有用性 について検討 したので報

告する。

1.試 験 方 法

1.対 象及び投与方法

昭和61年3月 から61年10月 迄 に関西医科大学皮膚科 を

受診 した諸種の細菌性皮膚感 染症 に罹患 した患者17例 を

対象 とした。

症例の内訳は毛嚢炎11例,痛2例,痴 腫症1例,二 次

感染3例,性 別は男性5例,女 性12例,年 齢 は16～77歳

で あった。投与方法 は1日 量200～400mgを2回 に分け,

原則 として朝 ・夕食前 に経 口投与 した。投与期間は3～

16日間で平均11.7日 間であ った。

2.効 果判定

1)臨 床効果

対象疾患 を6群 に分 け,そ れぞれの群に適当と思われ

る評価項 目を定めて,そ れ らの項 目について投与 開始 日,

3日 後,7日 後,10日 後,14日 後に観察 を行 った。全般

改善度 は治療前 と比較 した各評価項 目の改善度を総合 し

て,治 癒,著 しく改善,か な り改善,や や改善,不 変,

増悪,著 しく増悪の7段 階で判定 し,投 与終了時の全般

改善度(最 終全般改善度)を 臨床効果 とした。

2)細 菌学的効果

投与開始 日及び可能 ならば投与後に病巣 よ り菌の分離

を行 い,そ の消長 より細菌学的効果 を,陰 性化,一 部消

失,菌 交代,不 変,不 明の5段 階で判定 した。

3)副 作用,臨 床検査値異常

副作用については各評価 日毎に有無 を観察 し,な し,

軽度,中 等度,高 度の4段 階で評価 した。 また臨床検査

値 につ いては,原 則 と して投与前後 に実施することとし

た。

4)有 用性

有用性 は臨床効果 と副作用 を勘案 し,極 めて有用,有

用,や や有用,有 用 とは思われない,好 ましくないの5

段 階で判定 した。

II. 治 療 成 績

Table 1に全症例 の内訳 を示 した。疾患別臨床効果は

毛嚢 炎11例 中治癒2例,著 しく改善1例,や や改善4例,

不変3例,増 悪1例,癌2例 中著 しく改善1例,や や改

善1例,癌 腫症やや改 善1例,二 次感染3例 中かなり改

善2例,増 悪1例 で,全 体の有効率は35.3%で あった。

投与前 に細菌学的検討 を行 った16例 の うち13例より菌

が分 離同定 された。菌 の内訳 はS.aureus5株, coagu-

lase-negative のStaphylococcus sp.4株,S.agalactiae 1株,

P.acnes 2株,S.marcescens 1株,B.subilis 1株 であっ

たが,こ の うちS.sureus5は 全て耐性株であ り,全 体で

も14株 中7株 が耐性株 であった(Table 1,2)。

細 菌学 的効果はTable 3に示 した通 りであ り,陰 性化

4例,一 部消失1例,不 変7例,不 明1例 で,消 失率は

33.3%で あ った。

副作用及 び臨床検査値異常 は認め られなかった。

以 上の結 果 を総合 して判定 した有用性 はTable 4に不

した通 りであ り,全 体の有用性 は臨床効果 を反映 して

35.3%に とどまった。
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III. 考 察

新 しい経 ロマ クロ ライ ド系抗 生物 質であるRU28965

を浅在性 化膿性疾患17例 に使用 してその有効性 と有用性

の検討 を行 った。臨床効果か らみた有効率は35.3%と か

な り低値 であ り,従 来のマ クロライ ド系の薬剤 と比較 し

て も決 して優 れた有効率ではなかった。

皮膚科領域 における浅在性化膿性疾患 から分離 される

細 菌 はS. aureusが 最優位 を占めて いるが,近 年,分 離

菌の耐性 の増 加が問題 とな ってい る2)。今回も,分 離 さ

れ たS. aureusのRU28965に 対す るMIC値 はすべて 100

μg/ml以 上で あ った。 この事 実は,細 菌学的効果から

みて も本剤のS. aureusに 対す る高 い効果は期待出来な

い と推察 された。

しか し,副 作用が全 く出現 しなか った点,1日 朝夕2

回 の投 与で 高 い血 中濃度 が維持 で きる点, coagulase-

negative staphylococci, P.acnesなどに対 して優れた抗菌

Table 2 RU 28965  M1Cs against clinical isolates

Table 3 Bacteriological effect of RU28965

Table 4 Utility of RU 28965
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力を有している点 などより,皮 膚科領域 においては,こ

れらの菌が分離 される毛包炎 などの軽症の浅在性 化膿性

疾患を対象に投与 して,有 効 で安全性の高い薬剤である

と考えられた。
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CLINICAL STUDY ON RU 28965 IN DERMATOLOGY

SETSUKO NISHUIMA, MUTSUMI TAKASHIMA and YASUO ASADA

Department of Dermatology, Kansai Medical University

We studied the therapeutic effect of RU 28965, a new macrolide antibiotic in the field of dermatology.

A total of 17 cases(folliculitis 11, furuncle 2, furunculosis 1 and secondary infection 3)were given RU 28965, at 200•`

400 mg/day, and the clinical efficacy of the drug was evaluated.

The results obtained were: cured 2 cases, markedly improved 2, moderately improved 2, slightly improved 6, un-

changed 3 and aggravated 2.

The efficacy rate was 35.3% when cured, markedly improved and moderately improved were evaluated as effective.

Bacteria were isolated from 13 cases and identified. Twelve cases had a single and one a mixed infection. The organ-

isms isolated were chiefly S. aureus and Staphylococcus sp.. All isolated strains of S. aureus were resistant to RU 28965,

with an MIC of> 100 ƒÊg/ml.

Neither side- effects nor abnormal laboratory findings were observed.


